
カリキュラム
No 章タイトル 単元タイトル テキスト対応ページ 授業内容 動画時間

1 労働法1 P6～ テーマ1:労働契約  01:17:11

2 労働法2 P48～
テーマ2：解雇
テーマ3：賃金  01:05:33

3 労働法3 P94～

テーマ4：労働時間、休日・休憩
テーマ5：年次有給休暇
テーマ6：女性・年少者（年少者）  01:08:56

4 労働法4 P146～
テーマ6：女性・年少者（女性）
テーマ7：就業規則、懲戒  01:10:11

5 労働法5 P180～

テーマ8：労働基準法の総合問題
テーマ9：労働組合
テーマ10：団体交渉権  01:18:12

6 労働法6 P220～

テーマ10：団体交渉権（演習）
テーマ11：争議行為・組合活動
テーマ12：労働協約  01:17:02

7 労働法7
P288～
問題演習

テーマ13：　不当労働行為
テーマ14：労働紛争の処理・労使関係
抜粋問題演習（主に稲妻マーク問題）  01:18:53

8 労働法8
P25～
問題演習 抜粋問題演習（主に稲妻マーク問題）  01:16:54

科目名 労働法　講義編
担当講師 中島基浩

講師紹介 公務員試験対策講師として、20年。延べ2400回の授業、24000人の学生に講義。
キーポイントを語呂合わせで覚える方法等を用いて、重要部分が理解しやすい講義を行う。

動画総時間 10時間（動画本数8本）

労働法

授業概要 「労働法」は適正な労働条件が確保されるように配慮した労働関係法の総称です。
基本構造が比較的明瞭なので、学習しやすい科目となっています。
公務員試験においては、志望先によって出題数が大きく変わる科目でもあるため、事前情報の
収集も行っておきましょう。

本講座では、地方上級試験受験者を念頭に置きコンパクトにまとめた労働法の内容を解説してい
ます。
出題頻度や重要度から各項目をランク付けしながら解説をおこなっているので、テキストに適宜書
き込み
ながら学習をすすめてください。また、出題傾向として、ひねったような問題が少ないので過去問を
繰り返し解くことで知識を定着させましょう。

到達目標 志望先にあわせた学習量を見極め、必要な過去問の演習をおこなう。

使用テキスト 新スーパー過去問ゼミ６　労働法


